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●地域清掃奉仕活動に参加しました 

11 月 18 日（日）に志村地区で行われた地域清掃奉仕活動に多くの８年生の生徒が参加しました。参加者は、

5 つの町会それぞれの地域に分かれ、地域の皆さんと協力して 2 時間にわたり清掃活動を行いました。地域の

方々からは、多くの生徒が活動に参加してくれたことをとても喜んでくださいました。してくれたみなさんの行

動と気持ちは、町がきれいになることだけでなく、地域の方々の心もあたたかな気持ちにしてくれたのだと思い

ます。これからもこんな素敵なみなさんの気持ちを、学校や地域にどんどん広げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊裏面に今週の予定の記載があります。 

８学年通信    第２６号 

       「合唱コンクール」   ８年 １組 K さん 

                                                    

 私は 7 年生の時の合唱コンクールに続き、指揮者に挑戦した。去年は金賞も指揮者賞もとることができなかった

ため、とても悔しくて今度こそはという思いで夏休みや学校から帰った後、楽譜を見ながら「どのように指揮をだし

たら皆が強弱をつけて歌えたり、伸ばす部分がわかりやすく歌うことができるのかな」と指揮と合唱の合わせ方をた

くさん考えて練習をした。 

本番が近づいてきて、合唱の表現力も上がってきたという所で、自由曲の指揮者が体調不良により本番に出られな

くなってしまった。急な出来事に私は唖然とした。私達のクラスの自由曲は合唱も伴奏も指揮も難易度が高く、全て

が揃うことで綺麗な合唱曲となる。１つでも欠けてしまうとバランスが崩れてしまう。この曲は成功すると一体感と

共に大迫力の合唱になる。そんな曲は他クラスや他学年にはないので、この曲で金賞を捕りたいと思い、自由曲の指

揮を引き受け、本番 4 日前から本格的に練習を進めてた。課題曲と並行して練習することはとても大変だったが、

元々、自由曲は歌う側として進めていたため曲全体のリズムを取り、歌詞を表現するように指揮を振ることができ

た。本番当日になると人がこんなにも沢山いる中で２曲指揮するのかと、もの凄く緊張した。課題曲と自由曲の指揮

をしている時、私は２回ミスをしてしまった。「ああ、やってしまった」と思いながらも最後まで指揮をした。合唱

が終わり教室に戻ってから、なんでミスをしてしまったのだろうと、とても後悔をして泣いてしまった。もう金賞も

指揮者賞もダメかもしれないと思っていた。しかし、結果発表の際、指揮者賞が私であると最初にわかり、クラスが

とても盛り上がりました。その後の金賞クラスの発表では１組と聞こえ、その場で泣いて喜んだことを鮮明に覚えて

いる。そのとき、私達の努力は無駄じゃなかったんだと、難易度の高い曲であってもみんなで力を合わせれば金賞に

なれると、そう強く思った。 

 この合唱コンクールでクラスのみんなで深めた中と、団結力が今後の学校生活に役立つといいなと私は思う。 

●文化発表会の思い出 



●今週の予定   
日付 予定 給食    時間割 

１２／１日（月） 三者面談始 特別時程①④カット ○ ２ ３  ５  ６  面  

   ２日（火） 特別時程 ③④カット ○ 道 ２ ５ ６ 面  

３日（水） 特別時程 ①カット ○ ２  ３ ４ ５ 面  

４日（木） 特別時程 ①②カット ○ ３ ４ ５ 総 面  

５日（金） 三者面談終 特別時程 ①⑤カット ○ ２ ３ ４ 総 面  


